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広場マ糟蝕麟灘翻
多
気
山
持
宝
院
周
辺
の
森
（
社

叢
）
は
、
原
始
林
の
面
影
を
今
日

ま
で
と
ど
め
て
い
る
市
内
唯
一
の

場
所
。

ま
た
、
植
物
地
理
学
上
、
本
県

は
南
部
が
暖
帯
に
、
北
部
が
温
帯

に
属
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
森
は
、

日
本
の
暖
帯
の
北
縁
に
位
置
し
て

お
り
、
学
術
的
に
も
貴
重
に
な
っ

て
い
ま
す
。

森
の
中
に
は
、
カ
シ
類
と
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
常
緑

樹
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

な
ど
の
落
葉
樹
、
さ
ら
に
暖
地
性

の
常
緑
木
で
あ
る
イ
タ
ビ
カ
ズ
ラ

・
テ
イ
カ
ズ
ラ
な
ど
が
、
自
然
の

ま
ま
密
生
し
て
い
ま
す
（
昭
和
32

年
1
月
n
日
、
市
の
天
然
記
念
物

に
指
定
）
。
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